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語文113（2019・12　大阪大学国語国文学会）

西
郷
隆
盛
は
ど
の
よ
う
に
語
ら
せ
ら
れ
て
き
た
か

岡　
　

島　
　

昭　
　

浩

一
　
問
題
点

原
口
泉
（
二
〇
一
八
）『
西
郷
隆
盛
は
ど
う
語
ら
れ
て
き
た
か
』（
新
潮
文

庫
）
と
題
す
る
著
書
が
あ
る
が
、
西
郷
隆
盛
が
、
創
作
や
回
想
の
中
で
ど
の

よ
う
な
言
葉
で
語
っ
て
い
た
か
、
語
ら
せ
ら
れ
て
き
た
か
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
現
在
で
あ
れ
ば
、
西
郷
隆
盛
は
当
然
の
よ
う
に
、
薩
摩
弁
的
な
語
り
口

で
語
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
、
当
初
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
の
か
、

当
初
か
ら
で
な
い
と
す
れ
ば
、
い
つ
か
ら
そ
う
な
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
参
照
す
べ
き
も
の
に
は
、
役
割
語
や
方
言
キ
ャ
ラ

の
観
点
か
ら
金
水
敏
（
二
〇
〇
八
）・
田
中
ゆ
か
り
（
二
〇
一
一
）・
田
中
ゆ

か
り
ほ
か
（
二
〇
一
八
）
な
ど
が
あ
る
が
、
方
言
文
献
学
の
観
点
か
ら
吉
町

義
雄
（
一
九
三
七
）
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
九
州
の
「
現
代
方
言
文
学
」
に
つ
い
て
の
書
誌
を
作
る
と
い
う

一
環
と
し
て
、「
西
郷
南
洲
を
主
題
と
し
た
単
行
書
の
み
」（
明
治
三
二
年
か

ら
昭
和
一
三
年
ま
で
）
を
取
り
上
げ
、
地
の
文
が
文
語
か
口
語
か
、
篇
中
に

鹿
児
島
語
が
あ
る
か
否
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。「
西
南
戦
争
文
学
」
や

「
池
田
大
伍
傑
作
「
西
郷
と
豚
姫
」
の
様
な
歌
舞
伎
新
作
」
を
対
象
に
し
て
な

い
こ
と
を
断
り
つ
つ
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
に
鹿
児
島
語
が
見
え
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
（
リ
ス
ト
の
中
か
ら
、
鹿
児
島
語
が
見
え
る
と
見
做
し
て
い
る

ゴ
チ
ッ
ク
体
の
も
の
を
抜
き
出
す
）。
注
も
吉
町
の
記
し
た
マ
マ
で
あ
る
。

　
大
正
期

□
西
郷
隆
盛
伝　

下
中
弥
三
郎
（
芳
岳
）　

元
年
八
月　

洋
一　

内
外

出
版
協
会
「
ご
あ
す
」
位

□
大
西
郷
秘
史　

田
中
邁
逸　

三
年
一
月　

洋
一　

武
侠
世
界
社　

「
ソ
ゲ
ン
」「
オ
イ
ド
ン
」「
晋
殿
！　

晋
殿
!!　

や
っ
て
く
り
ゃ

れ
。
も
う
此
処
で
可
か
事
御
座
ん
す
」

□
言
行
史
伝
／
大
西
郷
全
史　

田
中
邁
逸
（
花
浪
）　

上
編　

六
四
年

四
月　

洋
一　

大
倉
書
店　

稍
々

□
西
郷
秘
史
／
大
西
郷
の
心
の
奥
底　

附
録
福
沢
先
生
の
丁
丑
公
論
等　

石
川
平
太
（
蘇
山
）　

六
年　

洋
一 

肥
後
方
言
が
活
躍
す
る
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□
南
洲
手
抄
言
志
録
解
話　

附
西
郷
家
々
譜
、
南
洲
先
生
年
譜　

馬
場

緑
郎　

一
二
年
四
月　

洋
一　

一
指
園　

肥
後
方
言
ら
し

□
西
郷
南
洲　

伊
藤
痴
遊　

一
四
年
一
月-　

洋
三　

忠
誠
堂　

方
言

は
「
こ
ぎ
や
ん
」
等
の
肥
後
式
混
入

□
西
郷
隆
盛　

下
中
芳
岳　

一
四
年
九
月
初
版　

洋
一　

寓
生
閣　

少

し

□
南
洲
号　

日
本
及
日
本
人
第
八
十
九
号　

一
五
年
一
月
増
刊

□
大
西
郷
言
行
録　

江
東
天
風　

一
五
年
九
月
初
版　

洋
一　

中
央
出

版
社　
「
お
い
」「
申
さ
う
」
位

○
□
大
西
郷
全
集　

大
西
郷
全
集
刊
行
会　

第
一
巻　

一
五
年
十
二
月　

平
凡
社　

薩
摩
特
有
書
翰
文
用
語
が
散
見
す　

大
正
期
三
冊
本
の

普
及
版

□
西
郷
南
洲　

西
尾
麟
慶　

評
判
講
談
全
集　

第
二
巻
所
収　

一
五
年

十
一
月　

洋
一　

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社　
「
ご
わ
す
」「
申
す
」

式

　
昭
和
期

○
□
大
西
郷
全
集　

大
西
郷
全
集
刊
行
会　

第
二
巻　

二
年
六
月　

第

三
巻
（
完
）　

十
一
月　

平
凡
社

□
奄
美
大
島
と
大
西
郷　

昇
直
盛
（
曙
夢
）　

二
年
十
月　

洋
一　

春

陽
堂　

本
格
的
に
近
い
鹿
児
島
方
言
を
使
用
す

□
西
郷
南
洲　

伊
藤
痴
遊　

四
年
四
月　

洋
二　

忠
誠
堂　

大
西
郷
記

念
大
展
覧
会
写
真
帖　

七
年　

洋
一

□
西
郷
南
洲　

木
村
毅　

九
年
二
月　

洋
一　

千
倉
書
房　

一
九
三
三

年
「
九
州
日
報
」
連
載　
「
お
い
ど
ん
」「
見
ゆ
る
」
位

□
西
郷
南
洲　

伊
藤
仁
太
郎
（
痴
遊
）　

実
録
維
新
十
傑　

第
一
巻
（
九

年
九
月
初
版
）
第
二
巻
（
九
年
十
二
月
）
第
三
巻
（
十
年
一
月
完
）　

平
凡
社　

同
工
異
曲

□
大
西
郷
秘
史　

田
中
萬
逸　

九
年
十
月　

洋
一　

叢
文
閣　

大
正
期

版
の
改
版

　
　
（
□
は
文
語
文
、
○
は
口
語
文
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
正
の
初
め
ご
ろ
か
ら
、「
鹿
児
島
語
」
が
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
伺
え
る
。

方
言
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
つ
い
て
の
田
中
（
二
〇
一
一
）
で
は
、「
坂
本
龍

馬
は
い
つ
か
ら
土
佐
弁
キ
ャ
ラ
に
な
っ
た
の
か
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、

司
馬
遼
太
郎
の
「
竜
馬
が
ゆ
く
」（
一
九
六
二
〜
一
九
六
六
）
か
ら
、
そ
の

「
方
言
キ
ャ
ラ
」
化
が
定
着
し
た
と
し
て
い
る
が
、
西
郷
隆
盛
に
つ
い
て
も
、

坂
本
龍
馬
と
同
様
に
、
昭
和
の
半
ば
を
す
ぎ
て
か
ら「
方
言
キ
ャ
ラ
」と
な
っ

た
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

田
中
は
、
和
田
勝
一
「
海
援
隊
」（
一
九
三
九
）
に
対
し
て
、「
く
だ
け
た

場
面
で
は
「
土
佐
弁
」
的
要
素
が
と
き
に
与
え
ら
れ
る
が
、
全
面
的
に
「
土

佐
弁
」
的
要
素
が
与
え
ら
れ
る
段
階
、
つ
ま
り
龍
馬
を
「
土
佐
弁
キ
ャ
ラ
」

と
し
て
確
立
さ
せ
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
し
、
濱
本
浩

「
海
援
隊
」（
一
九
四
二
）
に
つ
い
て
も
、「「
西
郷
隆
盛
」
の
セ
リ
フ
に
も
「
薩

摩
弁
」
の
対
称
詞
「
オ
ハ
ン
」
が
ち
ら
り
と
入
る
程
度
」
で
、「「
方
言
キ
ャ

ラ
」
と
し
て
の
萌
芽
は
み
ら
れ
る
も
の
の
（
中
略
）「
方
言
キ
ャ
ラ
」
と
し
て

確
立
さ
れ
た
存
在
と
な
っ
て
い
る
と
は
い
い
に
く
い
」
と
し
て
い
る
。
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さ
て
、
東
條
操
が『
真
山
青
果
全
集
』の
月
報
第
七
号（
第
二
巻
付
録
、
昭

和
一
六
年
六
月
）
に
寄
せ
た
「
戯
曲
と
方
言
」
と
い
う
文
章
が
あ
る
。『
東
条

操
著
作
集
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
九
五
〜
一
九
九
七
）
未
収
録
（
最
終
巻
に

あ
る
著
述
目
録
に
も
未
掲
載
）
で
も
あ
り
、
長
め
に
引
用
す
る
。

　

真
山
さ
ん
が
早
く
か
ら
方
言
に
関
心
を
持
た
れ
た
事
は
『
南
小
泉

村
』
の
著
者
で
あ
る
事
を
考
へ
れ
ば
す
ぐ
分
る
。
私
は
方
言
を
す
こ
し

調
べ
て
ゐ
る
関
係
上
、
今
度
も
全
集
中
の
戯
曲
の
方
言
の
扱
ひ
方
を
興

味
を
も
つ
て
拝
見
し
て
ゐ
る
。
た
と
へ
ば
『
西
郷
隆
盛
』
で
あ
る
。
薩

摩
訛
は
江
戸
の
戯
作
者
の
昔
か
ら
写
さ
れ
て
ゐ
た
特
徴
の
多
い
、
真
似

の
し
易
い
方
言
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
さ
て
も
見
事
に
写
し
た
事

か
な
と
全
く
感
心
し
て
し
ま
つ
た
。
方
言
の
む
づ
か
し
さ
は
相
手
の
身

分
の
高
下
に
よ
つ
て
言
葉
を
使
ひ
わ
け
て
ゆ
く
微
妙
な
色
相
の
差
別
に

あ
る
。
一
々
の
引
例
は
省
く
が
そ
れ
が
こ
ゝ
に
は
立
派
に
出
来
て
ゐ
る
、

殆
ど
ま
こ
と
に
神
技
に
近
い
。
と
こ
ろ
が
『
城
山
落
城
の
日
』
に
な
る

と
う
ま
い
に
は
う
ま
い
が
少
し
前
の
と
は
扱
ひ
が
違
ふ
。（
中
略
）

　

と
に
か
く
拝
見
し
て
ゆ
く
と
戯
曲
に
よ
つ
て
方
言
の
扱
ひ
方
に
違
ひ

が
あ
る
や
う
で
あ
る
。
私
は
ハ
テ
ナ
と
思
つ
た
。
あ
の
克
明
な
、
物
に

こ
る
、
一
言
半
句
も
調
べ
に
調
べ
練
り
に
練
り
上
げ
る
真
山
さ
ん
で
あ

る
。
こ
れ
は
迂
濶
に
筆
は
と
れ
な
い
と
思
つ
た
。
こ
の
疑
ひ
を
は
ら
し

た
い
の
で
そ
の
由
を
申
上
げ
る
と
、
態
〻
第
六
天
（
引
用
者
注
─
─
小

石
川
区
第
六
天
町
。
現
在
の
文
京
区
小
日
向
・
春
日
）
の
御
宅
か
ら
ｗ

氏
が
尋
ね
て
き
て
下
す
つ
た
。
以
下
に
記
す
の
は
同
氏
が
話
し
た
真
山

さ
ん
の
戯
曲
中
の
方
言
の
扱
ひ
方
の
要
領
で
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
本

全
集
の
読
者
に
も
か
な
り
な
参
考
に
な
る
事
か
と
思
ふ
。

　

先
生
も
昔
は
方
言
描
写
に
於
て
か
な
り
な
リ
ア
リ
ス
ト
で
あ
つ
た
、

こ
れ
は
初
期
の
御
作
を
見
れ
ば
よ
く
分
る
。
と
こ
ろ
が
写
実
的
に
方
言

を
入
れ
た
戯
曲
の
放
送
な
り
演
技
な
り
に
接
し
て
み
る
と
、
演
技
者
が

方
言
を
真
似
よ
う
〳
〵
と
思
へ
ば
思
ふ
ほ
ど
そ
の
効
果
は
思
は
し
く
な

い
場
合
が
多
い
。
方
言
は
他
所
者
に
は
理
解
が
む
つ
か
し
い
、
そ
の
く

せ
土
地
ツ
子
の
耳
に
は
似
非
訛
り
は
聞
い
て
腹
が
立
つ
か
、
を
か
し
い

か
で
あ
る
。
戯
曲
の
方
言
移
入
は
こ
れ
で
は
駄
目
だ
、
や
は
り
ほ
ん
と

ら
し
い
嘘
が
入
用
な
の
で
あ
る
。

　

戯
曲
に
方
言
を
加
へ
て
ゆ
く
匙
加
減
は
、
ま
づ
戯
曲
の
種
類
に
よ
つ

て
違
ふ
。
時
代
物
に
は
必
要
で
も
な
る
た
け
控
へ
目
に
す
る
の
が
無
難

で
、
世
話
物
な
ら
か
な
り
の
程
度
は
入
れ
て
よ
く
、
新
劇
と
も
な
れ
ば

一
層
自
由
で
い
ゝ
、
う
ま
く
使
へ
ば
写
実
的
に
使
つ
て
も
差
支
へ
な
い
。

次
に
は
役
柄
で
違
ふ
。
主
人
公
に
は
な
る
べ
く
避
け
る
の
が
常
法
で
、

脇
役
か
ら
端
役
、
仕
出
し
と
な
る
と
相
当
に
方
言
を
加
へ
て
ゆ
く
、
こ

れ
が
場
面
の
空
気
を
作
る
。
尤
も
何
に
も
例
外
は
あ
る
。
例
へ
ば
南
洲

翁
の
如
き
は
当
然
薩
麾
訛
で
な
け
れ
ば
お
客
が
承
知
し
な
い
、
南
洲
翁

と
同
夫
人
の
言
葉
と
で
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
手
心
が
違
ふ
。
つ
ま
り

役
柄
に
よ
つ
て
七
分
、
五
分
、
三
分
と
い
ふ
や
う
に
そ
れ
〴
〵
混
ぜ
工

合
が
違
ふ
の
で
あ
る
。
第
三
に
は
方
言
の
種
類
に
よ
つ
て
も
違
ふ
。
大

衆
の
熟
知
し
て
ゐ
る
方
言
─
─
例
へ
ば
京
、
大
阪
の
方
言
と
か
鹿
児
島

の
方
言
な
ど
─
─
な
ら
、
な
る
べ
く
生
粋
に
近
い
形
で
入
れ
る
。
こ
れ

と
は
逆
で
、
あ
ま
り
大
衆
に
耳
な
れ
な
い
方
言
な
ら
大
体
そ
れ
ら
し
く
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感
じ
る
程
度
に
入
れ
る
。
例
へ
ば
上
州
の
方
言
な
ど
な
ら
世
間
が
知
つ

て
ゐ
る
円
朝
の
塩
原
多
助
程
度
の
も
の
で
差
支
へ
な
い
。
劇
は
大
衆
を

相
手
に
す
る
も
の
で
、
方
言
を
入
れ
る
の
は
舞
台
に
あ
る
気
分
を
出
す

た
め
で
あ
る
。
な
ほ
細
か
く
言
へ
ば
、
上
演
に
は
そ
れ
を
演
じ
る
俳
優

の
個
人
性
を
考
へ
る
必
要
が
あ
る
。
上
方
役
者
な
ら
勿
論
だ
が
、
新
派

の
人
逹
に
は
器
用
に
上
方
言
葉
を
使
ひ
こ
な
す
人
が
多
い
。
こ
ん
な
時

は
本
人
に
ま
か
せ
て
お
い
て
も
間
違
ひ
は
な
い
が
、
時
に
は
方
言
は
苦

手
だ
と
い
ふ
俳
優
も
あ
る
、
こ
ん
な
場
合
は
台
本
か
ら
方
言
を
省
く
必

要
も
あ
る
。

　

ま
ア
ｗ
氏
の
談
話
の
要
領
は
―
―
聞
き
損
ひ
も
あ
ら
う
が
―
―
ザ
ッ

と
こ
ん
な
も
の
で
あ
つ
た
。（
以
下
略（

（
（

）

「
薩
摩
訛
は
江
戸
の
戯
作
者
の
昔
か
ら
写
さ
れ
て
ゐ
た
」例
と
し
て
は
、
古
く

は
近
松
の
「
平
家
女
護
島
」
の
「
薩
摩
な
ま
り（

（
（

」、「
浮
世
風
呂
」
や
「
八
笑

人
」
を
上
げ
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
し
、
明
治
以
降
は
、
巡
査
の
ク
ヤ
ク
ヤ
が
多

数
見
ら
れ
、
二
葉
亭
四
迷
訳
の
「
四
人
共
産
団
」（
明
治
三
七
年
）
に
お
け
る

薩
摩
弁
使
用
も
あ
る
。

青
果
の
「
西
郷
隆
盛
」
は
、『
講
談
倶
楽
部
』
昭
和
一
四
年
一
月
号
〜
三
月

号
掲
載
で
、
昭
和
一
五
年
九
月
初
演
（
全
集
第
九
巻
に
よ
る
）
で
、「
城
山
落

城
の
日
」
は
『
講
談
倶
楽
部
』
昭
和
三
年
九
月
号
掲
載
で
、
昭
和
四
年
二
月

初
演
（
同
上
）
で
あ
る
。「
西
郷
隆
盛
」
で
は
、
西
郷
も
大
久
保
も
鹿
児
島
の

言
葉
を
使
う
。「
城
山
落
城
の
日
」
に
は
西
郷
隆
盛
本
人
は
登
場
せ
ず
、
子
の

「
寅
太
郎
」「
午
二
郎
」、
姪
「
み
つ
子
」、
甥
「
隆
準
」、
妻
の
「
糸
子
」、
川

口
雪
蓬
な
ど
が
、「
そ
い
が
好
か
」
な
ど
の
台
詞
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
は
触
れ
ら
れ
な
い
が
、「
江
戸
城
総
攻
」
三
部
の
中
篇
に
あ

た
る
「
慶
喜
命
乞
」（
昭
和
五
年
初
出
、
初
演
は
昭
和
八
年
）、
終
篇
「
将
軍

江
戸
を
去
る
」（
昭
和
九
年
、
初
演
初
出
）
に
も
、
西
郷
が
い
て
、「
慶
喜
命

乞
」
で
は
山
岡
鉄
太
郎
と
「
何
ん
で
ご
わ
す
か
」
な
ど
と
、「
将
軍
江
戸
を
去

る
」
で
は
勝
安
房
と
「
四
年
ぶ
り
で
ご
わ
せ
う
か
」
な
ど
と
、
薩
摩
人
以
外

と
の
会
話
に
お
い
て
も
「
ご
わ
す
」「
申も

す
」
の
よ
う
な
言
葉
を
使
っ
て
会
話

を
し
て
い
る
（
両
作
品
と
も
全
集
第
七
巻
に
よ
る（

（
（

）。

ｗ
氏
の
発
言
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
真
山
作
品
で
の
薩
摩
弁
の
使
わ
れ
具

合
に
加
え
て
、
昭
和
一
六
年
の
時
点
で
の
「
南
洲
翁
の
如
き
は
当
然
薩
麾
訛

で
な
け
れ
ば
お
客
が
承
知
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
具
体

的
に
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か（

（
（

。

同
じ
く
『
真
山
青
果
全
集
』
月
報
の
、
第
十
号
（
第
八
巻
付
録
、
昭
和
一

六
年
一
〇
月
）
に
『
中
央
公
論
』
の
「
文
芸
時
評
」
か
ら
転
載
さ
れ
た
正
宗

白
鳥
「
坂
本
龍
馬
」
は
、
真
山
青
果
「
坂
本
龍
馬（

（
（

」
を
評
し
た
も
の
で
あ
る

が
、

私
は
読
み
乍
ら
、
東
北
人
た
る
作
者
が
、
西
国
の
人
と
土
地
を
書
い
て

ゐ
る
こ
と
を
感
じ
た
。
真
実
に
即
し
た
立
場
か
ら
云
ふ
と
、
西
国
の
地

方
色
や
西
国
人
ら
し
い
情
調
に
乏
し
い
と
云
つ
て
い
ゝ
。
黙
阿
弥
の

『
島
千
鳥
』
の
松
島
千
太
と
明
石
の
島
蔵
と
に
は
、
大
ま
か
な
が
ら
も
、

東
北
人
と
中
国
人
と
の
面
目
が
現
は
れ
て
ゐ
る
。
徳
富
蘆
花
の『
黒
潮
』

に
出
て
来
る
肥
後
人
や
長
州
人
に
も
、
何
処
と
な
く
そ
の
出
生
地
の
面

影
が
見
ら
れ
る
。
真
山
氏
の
新
作
の
人
物
に
は
『
土
佐
つ
ぽ
』
ら
し
い

と
こ
ろ
や
、
長
州
人
ら
し
い
と
こ
ろ
が
、
さ
う
現
は
れ
て
ゐ
な
い
や
う
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で
あ
る
。
言
葉
に
土
佐
訛
り
や
薩
長
の
土
語
を
殆
ん
ど
用
ひ
な
か
つ
た

の
は
、
取
つ
て
付
け
た
や
う
に
所
々
に
用
ひ
る
よ
り
も
、
却
つ
て
サ
ッ

パ
リ
し
て
い
ゝ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
台
詞
に
土
の
臭
ひ
が

な
い
。
田
舎
の
青
武
士
が
一
知
半
解
の
理
窟
を
振
り
廻
し
て
あ
ば
れ
て

ゐ
る
に
し
て
は
、
台
詞
が
調
ひ
過
ぎ
て
ゐ
る
。
中
村
吉
蔵
氏
『
井
伊
大

老
』
な
ど
の
幕
末
物
の
西
国
武
士
の
無
器
用
な
、
締
り
の
な
い
台
詞
に
、

ど
こ
と
な
く
あ
の
頃
の
若
い
下
級
の
武
士
ら
し
い
趣
き
が
あ
つ
た
や
う

に
思
ふ
。

　

し
か
し
、
現
代
の
写
実
劇
と
は
違
つ
て
、
過
去
の
時
代
を
題
材
と
し

た
も
の
は
、
周
到
な
客
観
性
を
具
へ
て
現
は
し
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
の
で
、『
坂
本
竜
馬
』
く
ら
ゐ
に
人
と
時
と
を
書
き
現
は
せ
た
ら
、
史

劇
と
し
て
上
乗
と
し
て
い
ゝ
の
で
あ
る
。

と
あ
る
。
中
村
吉
蔵
の
作
品
は
「
井
伊
大
老
の
死
」（
大
正
九
年
刊
、
天
祐

社
）
で
あ
ろ
う
か
、
そ
こ
で
有
村
次
左
衛
門
の
台
詞
は
次
の
よ
う
で
あ
る（

（
（

。

「
オ
イ
、
コ
ヤ
、
そ
こ
の
座
敷
は
、
暮
六
つ
か
ら
、
己を
い

ど
ん
が
借
切
の
先

約
に
な
つ
ち
よ
る
ん
ぢ
や
…
…
か
へ
て
く
れ
ん
か
？　

何
？　

か
へ
て

く
れ
ん
？　

よ
し
…
…
か
へ
て
く
れ
ん
ち
や
ア
、
己
ど
ん
が
皆
、
引
ず

り
下
ろ
し
て
や
る
」

「
こ
ゝ
の
座
敷
は
暮
六
つ
か
ら
己
ど
ん
が
借
り
切
つ
ち
よ
る
ん
だ
、
皆
、

下
へ
下
り
ろ
下
り
ろ
」

こ
れ
は
町
人
へ
の
言
葉
だ
が
、
有
村
は
、「
よ
か
」
も
使
う
し
、
水
戸
藩
士
な

ど
と
の
会
話
で
は
「
ご
わ
す
」「
ご
わ
せ
ん
」
を
使
用
し
て
い
る
（
水
戸
藩
士

は
使
用
し
な
い
）。

吉
町
も
示
し
て
い
た
池
田
大
伍
「
西
郷
と
豚
姫（

（
（

」
は
大
正
六
年
の
初
演
で

あ
る
が
、
西
郷
は
「
お
は
ん
」「
お
い
」「
〜
ど
ん
」
の
他
に
は
、
薩
摩
弁
を

さ
ほ
ど
使
っ
て
お
ら
ず（
わ
ず
か
に
登
場
す
る
大
久
保
市
助
も
同
様
）、
中
村

半
次
郎
が
「
ご
わ
す（

（
（

」
を
多
用
す
る
の
と
は
違
っ
て
い
る
。

こ
の
あ
た
り
は
、
薩
摩
藩
士
に
薩
摩
弁
を
使
わ
せ
る
、
と
い
う
こ
と
の
よ

う
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
の
状
況
を
も
う
少
し
見
た
い
。

二
　
演
劇
脚
本
の
中
の
西
郷

西
郷
隆
盛
を
題
材
と
し
た
演
劇
は
、
羽
田
義
朗（
一
九
二
六
）、
野
中
敬
吾

編
（
一
九
七
〇
）
な
ど
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

「
濤
乗
船
開
化
初
夢（

（
（

」は
、
明
治
初
年
に
横
浜
で
初
演
さ
れ
た
も
の
だ
と
い

い
、
西
郷
吉
之
助
は
四
幕
目
に
拝
郷
七
之
助
の
名
で
登
場
す
る
が
、
歌
舞
伎

調
で
あ
り（

（1
（

、
脚
本
で
見
る
限
り
は
、
薩
摩
弁
ら
し
き
文
言
は
見
え
な
い
。

河
竹
黙
阿
弥
の
「
西
南
雲
晴
朝
東
風
」（
明
治
一
一
年
）
は
、
渡
辺
保
（
一

九
九
七
）
が
記
す
よ
う
に
、
一
部
を
除
い
て
脚
本
が
残
っ
て
お
ら
ず
、
同
名

の
合
巻
に
よ
っ
て
内
容
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
み
で
あ
る（

（1
（

。
西
郷
を
演
じ

た
の
は
市
川
団
十
郎
で
あ
る
が
、
渡
辺
が
引
用
す
る
、
観
劇
し
た
依
田
学
海

の
「
学
海
日
録
」
明
治
一
一
年
三
月
一
七
日
に
「
そ
の
言
語
な
ど
も
薩
摩
な

ま
り
を
ま
じ
へ
て
、
か
の
人
は
さ
こ
そ
あ
ら
ん
と
思
は
す
る
処
妙
な
り（

（1
（

」
と

あ
る
。

明
治
三
六
年
初
演
の
高
安
月
郊
「
江
戸
城
明
渡
」（
同
年
刊
、
博
文
館（

（1
（

）
で

の
西
郷
は
、
し
ば
し
ば
「
ご
あ
す
」
を
用
い
る
。
第
三
段
の
其
三
が
、
勝
海

舟
と
隆
盛
の
会
見
で
あ
り
、
通
常
の
物
言
い
で
進
む
が
、
海
舟
の
「
お
引
き
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受
け
下
さ
る
か
」
の
問
い
に
、「
先
生
─
─
月
照
上
人
と
死
ぬ
時
よ
り
悲
し
う

ご
あ
す
」と「
ご
あ
す
」を
使
う
。
感
情
の
高
ぶ
り
で
方
言
が
露
出
し
た
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
其
三
の
最
後
の
台
詞
も
「
天
地
の

道
は
一ひ
と
つで

ご
あ
す
」で
あ
る
。
後
藤
隆
基（
二
〇
一
六
）に
、
勝
海
舟
を
、
福

岡
出
身
の
川
上
音
二
郎
が
演
じ
た
こ
と
に
よ
る
批
判
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
一
方
、
杉
贋
阿
弥
が
「
高
田
（
実
）
の
西
郷
吉
之
助
が
薩
摩
弁

の
繰
り
方
」
を
評
価
し
た
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
も
示
し
て
い
る（

（1
（

。
な
お
、
高

安
月
郊
に
は
「
月
照
」
も
あ
る
（
明
治
三
五
年
初
演
、『
月
郊
脚
本
集 

一
』

（
大
正
五
年
、
自
刊（

（1
（

）
所
収
）
が
、
こ
こ
で
は
西
郷
は
、
一
貫
し
て
薩
摩
弁
を

使
わ
な
い
。

岡
本
綺
堂
の
「
西
南
戦
争
聞
書
」（
大
正
一
一
年
初
演
、『
綺
堂
脚
本
集 

三
』）、
そ
の
続
編
「
城
山
の
月
」（
同
年
初
演
、『
綺
堂
脚
本
集 

六
』）
で
は
、

薩
摩
弁
的
要
素
は
「
ご
は
す
」
の
み
だ
が
、
多
く
の
場
面
で
使
わ
れ
る
。

三
宅
雪
嶺
「
邊
見
十
郎
太
（
（1
（

」（
大
正
一
四
年
）
で
は
、「
ご
わ
す
」「
お
は

ん
」
を
使
う
人
も
居
る
が
、
西
郷
は
そ
う
し
た
言
い
方
は
な
く
「
〜
ぢ
ゃ
」

が
中
心
で
あ
る（

（1
（

。

吉
田
絃
二
郎
「
西
郷
吉
之
助
」（
吉
田
絃
二
郎
『
運
命
の
秋
』
大
正
一
四
年
、

改
造
社（

（1
（

）
で
は
、
勝
海
舟
と
の
会
見
場
面
で
も
、
西
南
戦
争
中
で
も
、
一
貫

し
て
通
常
の
物
言
い
で
あ
る
。

松
居
松
翁
「
江
藤
新
平
」（『
松
翁
戯
曲
集
』
大
正
一
五
年
、
春
陽
堂（

（1
（

）
で

は
第
三
幕
で
江
藤
と
西
郷
の
会
話
が
あ
る
が
、
西
郷
は
、「
お
い
ど
ん
」「
お

は
ん
」「
ご
わ
す
」
を
使
う
。

鈴
木
彦
次
郎
「
西
南
挙
兵
録
」（
大
正
一
五
年
『
新
小
説
』
に
発
表（

（2
（

）。
西

郷
も
含
め
て
全
員
が
、「
ご
わ
す
」「
よ
か
」「
俺お
い
」
な
ど
の
薩
摩
弁
的
物
言
い

で
あ
る
。「
ど
ぎ
や
お
考
へ
で
ご
わ
す
」
の
よ
う
な
肥
後
的
要
素
と
思
わ
れ
る

も
の
も
混
じ
る
（
薩
摩
は
「
ど
げ
ん
」
で
肥
後
は
「
ど
ぎ
ゃ
ん
」）。

羽
田
（
一
九
二
六
）
の
載
る
『
日
本
及
日
本
人
』
南
洲
号
に
載
せ
ら
れ
て

い
る
戯
曲
が
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
伊
藤
忞
「
西
郷
吉
之
助
」
で
、「
お
は
ん
」

「
お
い
」
程
度
だ
が
、
も
う
一
つ
の
田
中
鉄
軒
「
史
劇　

西
郷
隆
盛
」
は
、「
台

詞
中
に
用
ゆ
る
薩
摩
地
方
の
方
言
」
と
い
う
注
釈
が
あ
る
な
ど
、
西
郷
・
大

久
保
も
含
め
て
薩
摩
弁
が
多
く
使
わ
れ
る
戯
曲
で
あ
る
。
田
中
鉄
軒
は
、
鹿

児
島
人
で
あ
り
、
明
治
四
二
年
に
『
絶
島
の
南
洲
』（
内
外
出
版
協
会（

（2
（

）、
大

正
一
〇
年
に
『
国
民
思
想
の
善
導
と
西
郷
南
洲
』（
広
文
堂
書
店（

（2
（

）
と
い
う
著

書
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
西
郷
を
含
め
て
、
薩
摩
弁
的
な
語
り
は
ほ
と
ん

ど
見
当
た
ら
な
い
。
南
洲
号
の
戯
曲
以
外
で
は
、
村
上
素
道
「
南
洲
翁
と
蓮

月
尼
」
で
「
私
は
西
郷
で
ご
は
す
、
宜
く
取
計
ら
ひ
ま
す
、
難
有
う
ご
は
す
」

（
一
一
〇
頁
）
と
語
り
、
岩
永
三
省
「
挙
兵
前
後
の
事
情
と
逸
話
」
で
、「
ソ

ゲ
ン
コ
タ
（
そ
ん
な
事
は
）
私
の
知
っ
た
事
ぢ
ゃ
ゴ
ワ
ハ
ン
カ
ラ
勝
手
に
シ

ヤ
ン
セ
（
な
さ
い
）」（
一
八
五
頁
）
と
大
き
な
声
を
出
す
。

三
　
講
談
な
ど
の
中
の
西
郷

次
に
、
講
談
の
類
を
検
討
し
た
い
。
吉
町
（
一
九
三
九
）
も
田
中
（
二
〇

一
一
）
も
、
い
わ
ゆ
る
講
談
の
類
を
示
し
て
い
な
い
が
、
吉
町
の
示
す
中
に

あ
る
伊
藤
痴
遊
は
講
釈
師
で
あ
り
、
地
の
文
は
講
談
調
で
は
な
い
が
、
会
話

の
混
ぜ
方
な
ど
は
講
談
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
吉
町
は
大
正
一
四
年
の

も
の
を
見
て
い
る
が
、
伊
藤
痴
遊
「
西
郷
隆
盛
」
の
初
刊
は
明
治
四
三
年
で
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あ
る
（
続
編
も
同
年
刊
、
終
編
は
翌
年
刊
）。

こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
吉
町
は
「
方
言
は
「
こ
ぎ
や
ん
」
等
の
肥
後
式
混

入
」
と
記
す
が
（
上
述
の
よ
う
に
、
薩
摩
で
は
「
こ
げ
ん
」）、
薩
摩
方
言
の

実
態
と
の
差
は
と
も
か
く
、
西
郷
に
薩
摩
方
言
的
な
語
り
方
を
さ
せ
て
い
る

こ
と
が
、
本
稿
に
お
け
る
注
目
点
で
あ
る
。
初
編
で
は
「
隠
く
し
て
も
匿
く

せ
ぬ
薩
摩
訛
り
」（
一
五
〇
頁
）と
は
あ
る
も
の
の
、
大
久
保
と
の
会
話
以
外

で
は
、
薩
摩
方
言
的
要
素
が
弱
い
が
、
続
編
に
な
っ
て
か
ら
は
、
会
話
の
相

手
が
薩
摩
人
で
な
く
て
も
、
同
じ
よ
う
な
言
い
方
を
す
る
傾
向
が
強
ま
り
、

そ
の
七
一
二
頁
か
ら
の
、
有
名
な
勝
海
舟
と
の
江
戸
開
城
に
つ
い
て
の
会
見

場
面
で
も
次
の
如
く
で
あ
る（

（2
（

。
西
郷
の
言
葉
の
み
を
抜
き
出
す
。

「
や
ア
、
勝
先
生
で
ご
わ
し
た
か
」

「
今
度
ア
、
先
生
も
お
困
り
め
し
申
し
た
か
」

「
御
説
の
御
尤
ご
わ
す
、
ぢ
や
が
恭
順
す
る
な
ら
、
相
当
の
所
に
謹
慎
し

な
は
っ
た
ら
、
何ど

ぎ
や
も
ん
ご
わ
せ
う
」

「
そ
い
な
ら
、
江
戸
城
は
直
ぐ
お
渡
し
に
な
い
申
す
か
な
」

「
軍
艦
は
渡
せ
ん
と
で
ご
わ
す
か
」

「
聞
け
ば
、
却な
か

々〳
〵

む
づ
か
し
か
御
議
論
も
ご
わ
せ
う
、
細こ
ま

か
項こ

目と

は
、
何ど

ぎ
や
ン
に
も
な
ら
う
、
先
生
仰
せ
は
明
後
日
の
進
撃
を
中
止
せ
い
と
で

ご
わ
す
な
」

『
伊
藤
痴
遊
全
集
』（
昭
和
四
年
、
平
凡
社
）
で
は
「
や
ア
先
生
ご
わ
し
た
か
」

（
第
二
巻
一
〇
二
頁
）な
ど
、
若
干
異
な
る
が
、
薩
摩
言
葉
を
基
調
と
し
て
い

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

痴
遊
の
『
月
照
薩
摩
落
：
安
政
疑
獄
』（
新
橋
堂
ほ
か
、
明
治
四
三（

（2
（

）
は
、

地
の
文
が
デ
ス
マ
ス
の
講
談
調
で
あ
る
が
、
西
郷
は
、
薩
摩
弁
を
使
っ
て
い

な
い
。

伊
藤
痴
遊
「
西
郷
隆
盛
」
と
同
年
刊
の
講
談
速
記
本
、
松
林
伯
知
『
西
郷

隆
盛
』
厚
生
堂（

（2
（

に
は
、
少
年
期
の
会
話
に
、

「
貴あ
ん
た君
ア
が
所と
こ
の
伜
ど
ん
が
己お
い
ど
ん
の
頭
ア
強い
か
う
打は

り
を
っ
た
。
己
ど

ん
鬂
た
ア
刎
ね
を
っ
て
や
ら
う
と
思
ひ
よ
っ
た
が
貴
君
ア
甚い
か
う
身
分
が

好
い
人
だ
チ
ウ
か
ら
姓
名
だ
け
助
け
て
あ
げ
る
で
ご
わ
す
。
向か
う
後ご

斯
う

い
ふ
事
ヨ
カ
す
る
と
鬂
た
ア
打
ち
切
る
で
貴
君
ア
其
の
気
持
で
ヨ
カ
意

見
さ
っ
し
ゃ
れ
」

が
見
え
る
。
勝
海
舟
と
の
対
話
に
は
「
ご
ざ
る
」
を
使
う
な
ど
薩
摩
的
要
素

が
弱
ま
る
が
、
岩
倉
具
視
に
は
、「
イ
ヤ
今
日
の
事
は
平
素
の
場
合
と
異
な
っ

て
ご
わ
す
。
朝
鮮
使
節
の
件
は
我
等
自
ら
主
張
せ
し
と
こ
ろ
に
し
て
又
い
さ

さ
か
考
ふ
る
と
こ
ろ
も
ご
わ
す
」（
二
〇
六
頁
）
と
語
っ
て
い
る
。

松
林
伯
知
は
、
松
林
伯
円
の
弟
子
で
あ
る
が
、
篠
田
鉱
造
『
明
治
百
話
』

（
昭
和
六
年
）
に
「
上
野
公
園
梅
川
亭
の
一
夜
」
が
あ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
話

が
載
る
（
二
七
三
頁
。
岩
波
文
庫
で
は
下
巻
二
一
頁
）

　

明
治
の
気
分
に
漬
る
或
会
で
、
ま
ず
松
林
伯
知
が
明
治
初
年
の
伯
円

物
―
―
新
聞
の
タ
ネ
を
す
ぐ
講
釈
に
演
じ
た
、『
三
千
両
小
僧
の
米
櫃
』

が
一
席
演
じ
ら
れ
る
。（
中
略
）
巡
査
の
薩
摩
言
葉
が
話
題
に
な
つ
て
、

田
中
智
学
翁
「
伯
円
は
苦
し
く
な
る
と
巡
査
を
出
す
と
、
よ
く
言
つ
た

も
の
で
あ
る
が
、
巡
査
が
出
る
と
、
巡
査
が
出
た
と
い
つ
て
、
聴
客
は

又
喜
ん
だ
も
の
だ
」
と

東
京
の
巡
査
に
薩
摩
言
葉
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
森
銑
三
（
一
九
六
九
）・
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飛
田
良
文
（
一
九
七
五
）
な
ど
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
が
、
伯
円
が
そ
れ
を
演
じ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
伺
え
る
。

た
だ
、『
百
花
園
』
に
掲
載
の
松
林
伯
円
「
横
浜
奇
談
・
米
櫃
」
の
第
十
一

席
（
一
六
二
号
、
明
治
二
十
九
年
一
月
）
に
み
え
る
警
官
に
は
、
薩
摩
訛
り

を
示
す
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

伯
円
の
「
明
治
叛
臣
伝
」
で
は
西
郷
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。『
百
花

園
』
二
〇
二
号
（
明
治
三
十
年
九
月
）
の
第
四
十
四
席
に
見
え
る
「
我
は
西

郷
で
あ
る
」
の
よ
う
な
語
り
口
で
、
共
通
語
的
で
な
い
も
の
は
、
一
八
五
号

の
「
待
つ
事
出で

来け

ん
」
ぐ
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。

『
百
花
園
」
の
中
で
は
、
松
林
伯
知
「
幕
末
名
士
伝
」
の
西
郷
は
「
ヨ
カ
」

「
オ
イ
ド
ン
」「
ご
わ
す
」な
ど
を
使
う
。
例
え
ば
、
第
七
席（
二
一
一
号
、
明

治
三
一
年
六
月
）
に
、

己お
い

ど
ん
は
九
州
武
士
で
、
ヨ
カ
当
水
戸
に
来
り
、
藤
田
先
生
の
教
へ
を

う
け
て
、
国
家
百
年
の
大
計
を
為
さ
ん
と
す
る
、
我
が
私わ
た
くし

の
怨
み
に
、

憤
争
を
な
す
な
ん
と
い
ふ
、
其
の
や
う
な
小
事
に
拘
泥
す
る
、
西
郷
吉

之
助
で
は
ご
は
ん
せ
ん
、

こ
こ
で
の
「
ヨ
カ
」
は
、「
ヨ
カ
為す

る
け
へ
ど
」
な
ど
と
も
あ
り
、
薩
摩
弁
的

要
素
を
示
す
た
め
だ
け
に
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
話
し
相
手
は
、
藤

田
東
湖
の
「
塾
の
青
年
輩
」
で
あ
る
が
、
西
郷
は
常
に
そ
の
様
な
話
し
方
を

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

西
郷
が
、
山
岡
鉄
舟
や
勝
海
舟
を
相
手
に
「
お
い
ど
ん
」「
ご
は
す
」
混
じ

り
で
話
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
坂
本
忠
一
郎『
西
郷
隆
盛
伝
』第
三
編（

（2
（

（
明

治
四
二
年
、
精
華
堂
）
が
あ
る
。

己お
い
ど
ん
が
吉
之
助
で
ご
は
す
［
…
］
山
岡
氏
の
言
葉
御
道も
っ
と
も理
で
ご
わ
す
、

（
四
三
頁
）

イ
ヤ
勝
先
生
、
こ
の
二
人
は
、
中
村
、
村
田
と
申
し
居
り
ま
し
て
、
己お
い

ど
ん
の
最
も
股
肱
で
ご
は
す
、
以
後
御
見
知
り
置
か
れ
て
宜
し
く
お
頼

み
申
す
で
ご
は
す
、（
五
七
頁
）

明
治
四
四
年
の
野
華
山
人
『
西
郷
隆
盛
』
立
川
文
庫（

（2
（

で
は
、
方
言
的
要
素

は
乏
し
い
。

講
談
本
以
外
に
も
目
を
向
け
る
と
、
山
崎
忠
和『
南
洲
八
面
観
』（
明
治
四

二
年
、
右
文
館
）
は
、
勝
海
舟
と
の
会
見
場
面
で
も
、
薩
摩
弁
的
な
も
の
を

使
っ
て
い
る
（
勝
海
舟
も
「
さ
う
さ
軍
艦
か
い
」
と
い
う
調
子
で
あ
る
）。

御
説
を
伺
上
げ
申
す
と
御
尤
ご
わ
ん
す
。
ぢ
ゃ
が
恭
順
と
言ぎ
や

る（
（2
（

な
ら
、

そ
の
実
を
お
挙
げ
や
ら
ん
に
や
。
そ
い
で
慶
喜
公
が
何ど

如こ

ま
で
も
御
引

籠
や
っ
て
謹
慎
め
す
こ
と
が
ご
わ
ん
す
な
ら
、
相
当
の
所
に
謹
慎
し
た

が
可よ

か
で
。
そ
い
は
上
野
で
あ
ら
う
と
、
余
所
で
あ
ら
う
と
…
…（

（2
（

。

と
い
う
具
合
で
あ
る
が
、

南
洲
の
大
き
な
体
は
横
に
ご
ろ
り
と
転
が
っ
た
。
そ
し
て
。「
ぽ
ん
ぽ
が

痛
い
よ
、
ぽ
ん
ぽ
が
痛
い
よ
。」児
童
が
腹
が
痛
い
ッ
て
泣
く
か
の
や
う

な
真
似
を
し
た（

（3
（

。

と
い
う
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
は
、『
史
談
会
速
記
録
』
四
八
輯
の
寺
師
宗
徳

「
柴
山
景
綱
君
越
後
口
出
軍
中
の
事
歴　

附
三
話
」（
明
治
二
九
年
八
月
の
談

話
）
が
引
用
す
る
柴
山
景
綱
の
記
録
に
あ
る
逸
話
で
あ
る
が（

（3
（

、
こ
こ
で
は
、

「
ポ
ン
〳
〵
ガ
痛
イ
ト
ハ
腹
痛
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ニ
テ
小
児
等
ニ
対
シ
テ
唱

フ
ル
方
言
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。「
小
作
ト
ハ
小
コ
サ
カ
シ
イ

慧
ト
云
フ
義
ニ
テ
專
ラ
少
年
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輩
ノ
間
ニ
唱
フ
方
言
」「
コ
ン
ダ
ハ
今
回
ノ
方
言
」「「
ヒ
ド
ヒ
」
ハ
苦
難
デ

ハ
ナ
イ
カ
ノ
方
言
」
や
、「
ヒ
ダ
ル
ク
」
に
対
し
て
「
饑
ル
ノ
方
言
」
な
ど
、

必
ず
し
も
薩
摩
の
俚
言
で
は
な
い
言
い
方
に
対
し
て
、
態
々
方
言
で
あ
る
と

注
記
し
て
い
る
よ
う
で
、
興
味
深
い
部
分
で
あ
る
。
山
崎
忠
和
に
は
『
情
の

南
洲
』（
明
治
三
四
年 http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/781420

）
が

あ
り
、
こ
れ
は
文
語
体
で
書
か
れ
て
い
て
、
西
郷
の
言
葉
と
し
て
「
も
う
せ

ん
が
よ
か
」（
三
三
頁
）
が
見
え
る
程
度
で
あ
る
。
た
だ
し
付
録
と
し
て
「
快

男
児
」
と
い
う
、
永
山
弥
一
郎
を
主
人
公
と
し
た
小
説
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
、
こ
こ
で
は
永
山
ら
が
薩
摩
弁
を
多
用
し
て
い
る（
西
郷
は
登
場
し
な
い
）。

下
中
弥
三
郞
（
（3
（

『
西
郷
隆
盛
伝（

（3
（

』（
明
治
四
五
年
、
内
外
出
版
）
に
は
、『
勝

先
生
で
も
、
此
の
度
は
、
お
困
り
で
ご
あ
せ
う
。
ワ
ハ
ハ
ハ
。』（
三
四
三
頁
）

な
ど
と
見
え
る
。

平
山
蘆
江（

（3
（

『
小
説
／
西
南
戦
争
』（
大
正
一
五
年
、
至
玄
社
）
は
、
西
郷
を

含
め
て
多
く
の
人
が
、「
ご
わ
す
」
な
ど
の
薩
摩
弁
的
な
言
い
方
を
し
て
い
る

が
、
あ
ま
り
薩
摩
弁
的
な
要
素
は
強
く
な
い
。
後
の「
薩
摩
兵
児
」（
昭
和
一

七
年
、
淡
海
堂
）で
は
、
薩
摩
弁
的
な
要
素
が
強
く
な
る
会
話
も
あ
る
が
、
話

し
相
手
な
ど
に
よ
り
、
共
通
語
的
な
物
言
い
も
見
ら
れ
る
。

西
郷
隆
盛
を
主
た
る
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
ほ

と
ん
ど
見
る
こ
と
が
出
来
て
い
な
い
が
、
た
ま
た
ま
目
に
つ
い
て
も
の
を
挙

げ
て
お
く
と
、
安
田
直
『
西
郷
従
道
』
国
光
書
房
、
明
治
三
五
年
で
西
郷
隆

盛
は
「
差
し
支
へ
は
な
か
」
と
語
り（

（3
（

、
弟
の
従
道
も
「
叶
ひ
ま
つ
せ
ん
」
と

肥
筑
的
な
物
言
い
を
す
る
。

四
　『
大
西
郷
の
心
の
奥
底
』
の
影
響

石
井
蘇
山
『
西
南
秘
史
／
大
西
郷
の
心
の
奥
底
』（
大
正
六
年
、
白
水
社
）

を
取
り
上
げ
る
。
自
序
に
よ
れ
ば
、
伊
東
祐
亨
の
「
先
生
の
深
意
直
話
を
書

い
て
置
け
よ
」
と
い
う
勧
め
に
よ
り
、
白
水
社
社
長
の
福
岡
易
之
助
の
「
文

章
は
口
語
体
で
」
と
の
註
文
で
、「
座
談
の
通
り
に
」
書
い
た
も
の
で
、
本
書

中
の
西
郷
隆
盛
ら
は
、
一
貫
し
て
薩
摩
弁
的
な
語
り
口
の
よ
う
で
あ
る
。
た

だ
、
吉
町
は
「
肥
後
方
言
が
活
躍
す
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ど
れ
が
肥
後

方
言
で
あ
る
の
か
明
示
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
西
郷
の
言
葉
の
中
に
「
ま
っ

せ
ん
」「
ま
っ
し
ゅ
う
」
の
形
が
見
え
る
。
吉
町
義
雄
（
一
九
五
一
）
は
九
州

各
地
の
「
ま
す
」
の
形
式
を
整
理
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
福
岡
・

佐
賀
・
長
崎
・
熊
本
と
宮
崎
県
西
臼
杵
で
は「
マ
ッ
セ
ン
」と「
マ
ッ
シ
ョ
ー

（
処
々
で
マ
ッ
シ
ュ
ー
）」
と
な
る
が
、
宮
崎
県
の
他
の
部
分
や
鹿
児
島
で
は
、

「
モ
（
ー
）
サ
ン
・
モ
ハ
ン
」「
モ
（
ー
）
ソ
（
ー
）」
と
な
る
の
で
あ
る
。

著
者
で
あ
る
蘇
山
石
井
平
太
は
、
当
人
の
話
す
際
に
も
「
ご
わ
す
」
を
使

う
が
、
蘇
山
と
い
う
号
や
、
十
四
頁
に
「
熊
本
か
ら
私
学
校
へ
行
っ
て
、
私

学
校
党
に
属
し
て
居
る
」
と
い
う
あ
た
り
か
ら
、
熊
本
に
縁
の
あ
る
人
の
よ

う
に
思
え
る
が
、
四
四
七
頁
で
「
お
れ
も
辞
職
し
て
帰
国
し
よ
う
」
と
、「
国

へ
帰
っ
て
早
速
武
村
に
西
郷
先
生
を
訪
う
て
」
い
る
。『
西
郷
隆
盛
全
集 

六
』

の
「
西
郷
隆
盛
・
西
南
戦
争
関
係
文
献
目
録
」
の
解
題
な
ど
に
は
、「
佐
賀
県

士
族
」
と
あ
る
が
、
そ
の
出
自
は
未
詳
で
あ
る
。

本
書
一
三
頁
に
「
二
十
三
の
年
か
ら
先
生
の
若
党
然
と
跟つ

い
て
居
っ
た
が
、

殊
に
維
新
後
先
生
の
東
北
巡
視
の
時
は
、
ち
ょ
っ
と
半
年
ば
か
り
ず
う
っ
と
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毎
日
随
従
し
た
」
と
あ
る
。
二
一
頁
に
「
既
に
七
十
歳
」
と
あ
り
、
大
正
六

（
一
九
一
七
）
年
に
七
十
歳
な
ら
ば
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
の
生
ま
れ
で
、

同
頁
の「
上
村
大
将
よ
り
一
つ
の
年
長
」と
い
う
記
述
と
も
合
う
。
た
だ
、
そ

の
二
十
三
歳
と
言
え
ば
、
一
八
七
〇
年
で
、
五
〇
頁
に
見
え
る
、
明
治
元
年

に
「
先
生
が
上
野
黒
門
口
の
激
戦
中
、
矢
石
の
間
に
立
ち
な
が
ら
著
者
に
指

令
せ
ら
れ
た
」
と
い
う
の
よ
り
も
後
に
な
る
の
で
、
二
十
三
歳
よ
り
も
以
前

か
ら
、
す
ぐ
近
く
で
は
な
い
も
の
の
、
行
動
を
共
に
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

山
岡
鐵
舟
や
勝
海
舟
も
江
戸
語
ら
し
き
も
の
を
使
い
（
勝
が
山
岡
に
「
兵

士
が
亦
多
く
は
九
州
武
士
な
れ
ば
、
江
戸
っ
児
の
貴
公
の
言
葉
は
通
ぜ
ま

い
」
と
言
っ
て
い
る
。
四
四
頁
）、
京
都
の
人
々
も
「
西
郷
は
ん
と
や
ら
い
う

て
、
き
つ
う
え
ら
さ
う
な
お
名
前
だ
す
が
な
」
と
い
う
よ
う
な
上
方
言
葉
を

使
う
（
一
四
七
頁
）。

本
書
が
後
世
に
与
え
た
、
隠
れ
た
影
響
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
征

韓
論
の
議
論
の
際
の
三
條
実
美
へ
の
演
説
と
い
う
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
司

馬
遼
太
郎
『
翔
ぶ
が
如
く
』「
好
転（

（3
（

」
の
中
で
、

　

こ
の
こ
ろ
、
惜
し
い
こ
と
に
日
付
の
は
っ
き
り
し
な
い
、
廟
堂
の
席

上
、
西
郷
が
、
三
条
実
美
に
対
し
、
じ
ゅ
ん
じ
ゅ
ん
と
説
い
た
と
い
う

そ
の
内
閣
記
録
な
る
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
資
料
の
真
偽
の
ほ
ど

は
わ
か
ら
な
い
。

　

記
録
の
西
郷
の
こ
と
ば
に
、
薩
摩
弁
が
ま
じ
っ
て
い
る
。

と
し
て
、
断
片
的
に
引
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
黒
木
弥
千
代
（
一
九
六
五
：
一
五
八
〜
九
頁
）
に
、「
こ
の
演
説
の

記
録
が
内
閣
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
記
録
の
発
見
は

〈
大
西
郷
全
伝
〉
の
著
者
と
し
て
有
名
な
雑
賀
博
愛
氏
（
福
岡
県
出
身
の
国
士

的
学
者
）
が
五
巻
を
出
版
し
た
後
に
、
内
閣
の
書
庫
か
ら
見
付
け
出
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
」
と
し
て
（『
大
西
郷
伝
』
は
昭
和
一
三
年
刊
）、
全
文
が
載
せ

ら
れ
、
野
中
敬
吾
（
一
九
七
〇
）
に
、「
西
郷
南
洲
翁
口
述
筆
記
・
鹿
野
山
人

（
雑
賀
博
愛
）
昭
和
十
三
年
十
月
・
謄
写
印
刷
六
頁
（
本
文
二
頁
・
解
説
四

頁
）」
か
ら
と
し
て
、
一
部
載
せ
ら
れ
、
毛
利
敏
彦
（
一
九
七
八
：
一
三
六

頁
）
で
「
こ
の
文
書
は
全
く
の
偽
物
だ
と
一
概
に
否
定
で
き
な
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
」
と
あ
る（

（3
（

も
の
で
あ
る
。
ほ
か
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
、『
大
西
郷
の
心
の
奥
底
』（
三
四
二
〜
三
頁
）
か
ら
出
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
本
で
は
、

　

太
政
大
臣
な
、
篤と
く

と
聴
い
て
於
て
下
は
れ
。
今
の
太
政
大
臣
は
往む
か
し昔

の
太
政
大
臣
で
な
く
、
王
政
復
古
、
明
治
維
新
の
太
政
大
臣
で
ご
わ
す
。

日
本
を
昔
か
ら
の
小
日
本
で
置
く
も
、
大
神
宮
の
御
神
勅
の
通
り
、
大

小
広
狭
の
各
国
を
引
き
寄
せ
て
、
天
孫
の
う
し
は
き
給
ふ
所
と
す
る
も
、

皆
お
は
ん
の
双
肩
に
懸
っ
て
居
り
申
す
で
ご
わ
ん
す
。

と
始
ま
り
、

お
は
ん
な
俺お
い

ど
ん
よ
り
か
十
二
も
年
下
ぢ
や
け
ん
、
俺お
い

ど
ん
よ
り
跡
へ

生
き
残
り
ま
つ
し
ゆ
う
で
、
只
今
申
し
た
事
は
、
よ
う
覚
え
ち
お
つ
て

下
は
れ
。

と
終
わ
っ
て
い
る
。「
出
来
申
さ
ん
」「
当
り
申
さ
ん
」
の
形
も
あ
る
が
、「
置

き
ま
つ
せ
ん
と
」「
出
来
ま
つ
せ
ん
」「
呑
み
込
み
ま
つ
せ
ん
」「
残
り
ま
つ

し
ゆ
う
で
」
の
よ
う
な
、
上
記
に
示
し
た
薩
摩
的
で
な
い
言
い
方
が
見
え
る
。

黒
木
（
一
九
六
五
）
に
み
え
る
も
の
で
は
、「
生
き
残
り
ま
つ
し
ゆ
う
で
」
で
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は
な
く
、「
生
き
残
り
ま
せ
う
で
」
に
な
っ
て
い
る
が
（『
翔
ぶ
が
如
く
』
も

同
様
に
「
生
き
残
り
ま
し
ょ
う
で
」）、「
ま
つ
せ
ん
」
は
、
そ
の
ま
ま
現
れ
て

い
る
。
ま
た
最
後
の
「
下
は
れ
」
も
熊
本
的
な
も
の
で
あ
る
（
吉
町
（
一
九

五
一
））。
黒
木
（
一
九
六
五
）
で
は
「
下
さ
れ
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
薩
摩

的
な
「
タ
モ
レ
」
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
熊
本
的
要
素
の
入
っ
た
言
葉
遣

い
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
「
演
説
記
録
」
が
、
本
書
か
ら
出
て
い
る
蓋

然
性
の
高
い
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。

五
　
お
わ
り
に

以
上
、
お
お
む
ね
、
大
正
時
代
ぐ
ら
い
ま
で
の
作
品
を
眺
め
て
き
た
。
明

治
三
五
年
の
高
安
月
郊
「
江
戸
城
明
渡
」
あ
た
り
か
ら
、「
ご
わ
す
」
な
ど
薩

摩
弁
的
要
素
が
目
に
つ
き
、
明
治
末
年
の
伊
藤
痴
遊
で
は
か
な
り
薩
摩
弁
的

要
素
が
見
ら
れ
、
大
正
時
代
の
う
ち
に
は
、
だ
い
ぶ
定
着
し
て
い
た
よ
う
に

見
え
る
。

東
條
操
が
書
き
留
め
た
、
真
山
青
果
の
所
の
ｗ
氏
の
「
南
洲
翁
の
如
き
は

当
然
薩
麾
訛
で
な
け
れ
ば
お
客
が
承
知
し
な
い
」
と
い
う
状
況
も
、
当
初
は

「
ご
わ
す
」程
度
で
満
足
で
き
て
い
た
も
の
が
、
よ
り
薩
摩
弁
的
要
素
を
求
め

て
、
肥
後
方
言
な
ど
を
取
り
入
れ
て
し
ま
う
に
至
っ
た
、
と
考
え
る
こ
と
が

出
来
そ
う
で
あ
る
。

薩
摩
人
の
中
で
、
西
郷
隆
盛
が
卓
立
し
た
「
薩
摩
人
キ
ャ
ラ
」
に
な
っ
た

の
が
い
つ
頃
で
あ
る
の
か
は
、
検
討
で
き
て
い
な
い
し
、
金
水（
二
〇
〇
八
）

が
吉
村
和
真
（
二
〇
〇
二
）
を
引
用
し
て
指
摘
す
る
よ
う
な
、
西
郷
が
薩
摩

弁
的
で
、
大
久
保
が
共
通
語
的
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
意
識
は
、
こ
の
頃

に
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
点
に
於
い
て
見
落
と
し
が
あ
る
で
あ
ろ
う
し
、
演
劇
関
係
に

つ
い
て
も
講
談
関
係
に
つ
い
て
も
、
ま
た
鹿
児
島
県
方
言
に
つ
い
て
も
、
知

識
が
不
足
し
て
お
り
、
問
題
点
も
あ
ろ
う
。
ご
教
示
を
仰
ぎ
た
い
。

注（1
）　

こ
の
後
、
坪
内
逍
遙
の「
ど
う
せ
鎌
倉
時
代
の
話
だ
し
、
何
ち
よ
つ
と
訛
ら

し
く
聞
え
れ
ば
そ
れ
で
結
構
で
す
。
方
言
そ
の
ま
ゝ
で
は
芝
居
に
な
り
ま
せ

ん
」
と
い
う
談
話
を
紹
介
し
、「
名
匠
の
用
意
に
は
全
く
符
節
を
あ
は
せ
る
も

の
が
あ
る
」
と
も
書
い
て
い
る
。https://w

.atw
iki.jp/kotozora/

pages/104.htm
l 

参
照
。
な
お
、
こ
の
ｗ
氏
の
談
話
は
、
田
中
ほ
か
（
二
〇

一
八
）な
ど
に
見
ら
れ
る
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
と
方
言
と
の
関
係
を
思
い
起
こ
さ

せ
る
。
演
劇
に
お
け
る
方
言
に
つ
い
て
は
、
田
中
千
禾
夫
（
一
九
七
七-

一
九

七
八
）
に
も
詳
し
い
。

（
2
）　
「
声
こ
そ
は
薩さ

つ

摩ま

な
ま
り
世
に
む
つ
ま
し
い
［
色
］
む
つ
言ご

と

。［
詞
］
う
ら
が

様
な
め
ら
。
歌
連
哥
に
べ
る
都
人
夢
に
も
見
や
し
め
す
ま
い
。
縁
あ
れ
ば
こ
そ

抱だ

い
て
寐ね

て
む
ぞ
う
か
者
と
も
思お

も

し
ゃ
っ
て
た
も
り
め
す
と
思
へ
ば
。胸む

ね

つ
ぶ

し
う
ほ
や
〳
〵
し
や
り
め
す
。
親
も
な
い
身
大
事
の
せ
な
の
友
達
。
康
頼
様
は

兄
ン
丈

ぢ
や
う

俊
寛
様
は
爺て

ゝ

様
と
を
が
み
た
い
。
娘
よ
妹い

も

よ
と
せ
ろ
か
く
せ
ろ
と

ぎ
ゃ
っ
て
り
ん
に
ょ
が
っ
て
く
れ
め
せ
か
し
と
。
ほ
ろ
と
泣
い
た
る
か
は
い

さ
。
都
人
の
ご
ざ
ん
す
よ
り
。
り
ん
に
ょ
ぎ
ゃ
ァ
っ
て
く
れ
め
す
が
。［
フ
シ
］

身
に
し
み
わ
た
る
と
語か

た

ら
る
ゝ
。」（『
日
本
古
典
文
学
大
系
50
近
松
浄
瑠
璃
集 

下
』
に
よ
る
。
三
一
二
頁
。）
こ
の
「
薩
摩
な
ま
り
」
に
は
議
論
が
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
省
く
。

（
3
）　

こ
の
三
部
作
に
お
い
て
、「
薩
摩
藩
浪
人
」
の
益
満
休
之
助
が
「
流
暢
な
る

江
戸
弁
」
を
使
い
（
薩
摩
藩
士
に
対
し
て
も
）、
そ
れ
は
「
二
十
歳
越
し
て
は

江
戸
弁
が
移
り
か
ね
る
」と
十
七
歳
の
時
に
西
郷
か
ら
江
戸
探
索
を
命
じ
ら
れ
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た
か
ら
だ
と
勝
安
房
に
語
ら
せ
た
り
、「
あ
ん
た
達
は
、
薩
摩
の
御
藩
中
だ
の
」

と
問
わ
れ
、「（
わ
ざ
と
国
訛
り
を
出
し
て
）
は
い
、
然
い
で
ご
わ
ん
す
」
と
答

え
る
薩
摩
藩
士
を
登
場
さ
せ
る
な
ど
、真
山
青
果
の
方
言
使
用
に
つ
い
て
の
意

識
は
興
味
深
い
が
、
稿
を
改
め
た
い
。

（
4
）　

現
実
の
西
郷
に
つ
い
て
は
、「
西
郷
ど
ん
は
世
間
を
知
っ
ち
ょ
る
、
鹿
児
島

弁
は
使
は
れ
ぬ
さ
う
で
『
さ
う
で
ご
ざ
り
ま
す
』
と
い
ふ
江
戸
言
葉
を
言
は
れ

る
と
い
ふ
噂
ぢ
ゃ
っ
た
」
と
い
う
話
も
あ
る
（
松
原
致
遠
編
『
大
久
保
利
通
』

（
明
治
四
五
、
新
潮
社
）
一
六
〜
七
頁
。
綱
淵
謙
錠
（
一
九
九
二
）『
人
生
覗
き

か
ら
く
り
』
文
春
文
庫
で
の
引
用
で
知
り
、
典
拠
を
確
認
し
た
）
が
、
ま
た
別

の
話
で
あ
る
。

（
5
）　

昭
和
三
年
初
演
。
全
集
第
八
巻
所
収
。
田
中
ゆ
か
り
（
二
〇
一
一
）
で
も
取

り
上
げ
て
い
る
。
西
郷
隆
盛
は
登
場
し
な
い
。

（
6
）　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/962957/110

（
7
）　
『
現
代
戯
曲
選
集
』
九
（
大
正
十
五
年
、
春
陽
堂
）
に
よ
る
。

（
8
）　

岩
田
美
穂
（
二
〇
一
四
）
で
は
、「「
ご
わ
す
」
＝
〈
九
州
弁
〉
の
例
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
昭
和
初
期
か
ら
で
あ
る
」と
す
る
が
、
後
掲
の
高
安

月
郊
「
江
戸
城
明
渡
」（「
ご
あ
す
」）
や
二
葉
亭
四
迷
「
四
人
共
産
団
」（「
ご

わ
ん
す
」）
な
ど
、
明
治
三
十
年
代
に
は
、
そ
れ
ら
し
き
状
況
が
見
え
る
。「
ご

わ
す
」が
薩
摩
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
島
津
重
豪
の
開
化
政
策
で

上
方
の
言
葉
を
流
入
し
た
か
ら
、
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
措

く
。

（
9
）　
『
日
本
戯
曲
全
集
44
維
新
狂
言
集
』
昭
和
七
年
、
春
陽
堂
。
台
帳
が
国
会
図

書
館
に
あ
る
。http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2607206

（
10
）　
『
維
新
狂
言
集
』
で
は
本
文
の
後
に
「
考
へ
〳
〵
し
て
書
い
た
変
な
漢
語
の

こ
の
セ
リ
フ
」
と
見
え
る
が
、
七
之
助
の
台
詞
に
も
「
諸し

よ

所し
よ

の
港み

な
とに
通つ

う

信し
ん

交か
う

易え
き

」「
苛か

政せ
い

に
屡し

ば

々〳
〵

市し

民み
ん

を
苦く

る

し
め
」
な
ど
が
見
え
る
。

（
11
）　http://school.nijl.ac.jp/kindai/N

IJL/N
IJL-00790.htm

l

（
12
）　

岩
波
書
店
刊
『
学
海
日
録
』
第
四
巻
一
〇
四
頁
。

（
13
）　

後
藤
隆
基
（
二
〇
一
六
）
に
よ
れ
ば
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
、
自
筆

台
本
と
思
わ
れ
る
も
の
と
清
書
台
本
が
あ
る
と
い
う
。

（
14
）　

後
藤
（
二
〇
一
六
）
は
、
こ
の
作
品
に
台
詞
の
重
視
を
見
て
お
り
、
そ
の
頃

の
観
客
が
、そ
れ
ほ
ど
台
詞
を
聞
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な

お
、
日
置
貴
之
（
二
〇
一
九
）
の
、
本
作
と
真
山
青
果
「
江
戸
城
総
攻
」
と
を

比
較
し
た
所
は
、
両
作
の
台
詞
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
際
に
も
参
考
と
な
る
。

（
15
）　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/954303

（
16
）　
『
現
代
日
本
文
学
全
集
5
三
宅
雪
嶺
集
』
昭
和
六
年
、
改
造
社
に
よ
る

（
17
）　

大
正
一
五
年
の
『
我
観
』
新
年
号
に
の
る
戯
曲
「
大
久
保
と
西
郷
」
は
未
見
。

（
18
）　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1016823/4

（
19
）　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1020667/130

（
20
）　
『
日
本
戯
曲
全
集
50
』
昭
和
四
年
、
春
陽
堂
に
よ
る
。

（
21
）　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/781421

（
22
）　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/968827

（
23
）　

少
し
前
の
六
七
八
頁
、
初
対
面
の
幕
臣
山
岡
鉄
太
郎
と
の
会
話
で
も「
己
ど

ん
は
、
西
郷
で
ご
わ
す
よ
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
。

（
24
）　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/889923

）（『
僧
月
照
：
西
郷
南
洲

外
編
』
明
治
四
四
年
、
東
亜
堂
書
房 

（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/781342

）
も
同
版
）

（
25
）　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/890161

（
26
）　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/890165

（
27
）　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/890162

（
28
）　
「
ぎ
ゃ
る
」
は
、
近
松
「
平
家
女
護
島
」
の
「
薩
摩
な
ま
り
」
に
見
え
る
も

の
で
あ
る
。

（
29
）　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/781427/86

（
30
）　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/781427/94

（
31
）　

岡
島
（
予
定
）
参
照
。
な
お
、
山
崎
忠
和
に
は
『
柴
山
景
綱
事
歴
』（
明
治

二
九
年 http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/781533

）
の
著
が
あ
る
。
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（
32
）　
『
や
、
此
は
便
利
だ
』
で
も
知
ら
れ
る
、
平
凡
社
の
創
業
者
で
あ
る
。

（
33
）　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/781408

（
34
）　

平
山
蘆
江
は
出
身
地
で
あ
る
長
崎
の
方
言
を
写
し
た
「
唐
人
船
」（
大
正
一

五
年
）
な
ど
が
知
ら
れ
る
が
、「
熊
本
籠
城
」（
昭
和
一
七
年
）
で
は
、
熊
本
方

言
を
写
す
な
ど
し
て
い
る
。

（
35
）　http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/781428/14

（
36
）　

初
出
は
、一
九
七
二
〜
六
年
の
毎
日
新
聞
。
文
藝
春
秋
か
ら
一
九
七
五
〜
六

年
刊
。
文
春
文
庫
は
一
九
八
〇
年
刊
。「
好
転
」
は
、
単
行
本
で
一
冊
目
、
文

庫
本
で
二
冊
目
。

（
37
）　

徳
富
蘇
峰
（
一
九
六
二
）『
近
世
日
本
国
民
史
』
九
六
（
近
世
日
本
国
民
史

刊
行
会
）
で
は
、「
西
郷
に
は
幾
許
の
仮
托
の
談
話
・
詩
文
な
ど
が
多
い
。
こ

れ
は
有
名
な
る
人
物
に
は
往
々
あ
る
こ
と
で
、西
郷
一
人
に
限
り
た
る
こ
と
で

は
な
い
が
、
西
郷
に
は
尤
も
多
い
。
西
郷
が
征
韓
論
破
裂
の
際
に
、
三
條
太
政

大
臣
に
切
言
し
た
る
意
見
と
し
て
内
閣
に
保
存
せ
ら
れ
つ
つ
あ
り
と
云
ふ
怪

奇
な
る
薩
摩
方
言
を
雜
へ
た
る
口
語
体
の
文
書
の
如
き［
…
］、
そ
れ
で
あ
る
」

と
否
定
し
て
い
る
。
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史
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献
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双
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収
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鹿
児
島
）
新
規 

第
二
巻

第
二
号　

昭
和
一
四
年
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月

吉
町
義
雄（
一
九
五
一
）「
九
州
方
言
敬
譲
・
希
求
助
動
詞
活
用
分
布
相
」『
文
学
研

究
』
四
一

吉
村
和
真
（
二
〇
〇
二
） 「
新
春
鼎
談　

こ
の
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す
べ
き
異
彩
の
面
々
」『
西
日
本
新

聞
』
二
〇
〇
二
年
一
月
一
日

渡
辺
保
（
一
九
九
七
）『
黙
阿
弥
の
明
治
維
新
』
新
潮
社　

二
〇
〇
一
年
に
岩
波
現

代
文
庫

本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
の
研
究
集
会
「
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
中
の
日
本
語
史
」
で
発

表
し
た
「
近
代
中
央
語
に
お
け
る
鹿
児
島
方
言
」（https://w

w
w

.academ
ia.

edu/35701866/
中
央
の
鹿
児
島.docx
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の
一
部
を
発
展
さ
せ
、
関
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大
学
東
西

学
術
研
究
所
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二
三
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研
究
例
会
（
言
語
接
触
研
究
班
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二
〇
一
八
年
二
月
一
〇

51



日
）
で
発
表
し
た
「
近
代
方
言
意
識
史
を
目
指
し
て
─
─
西
郷
隆
盛
は
ど
う
語
ら
せ

ら
れ
て
き
た
か
」
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

引
用
に
際
し
て
、
字
体
は
通
行
の
も
の
に
改
め
、
振
り
仮
名
は
適
宜
省
略
し
た
。

『
百
花
園
』
は
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
のD

V
D

-RO
M

（
二
〇
一
四
）
に
よ
る
。

（
お
か
じ
ま
・
あ
き
ひ
ろ　

本
学
教
授
）
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